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市
長
・
下
水
道
部
長

今
年

度
の
当
初
予
算
で
は
、
下
水

道
事
業
特
別
会
計
へ
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
四

七
億
円
で
あ
り
、
下
水
道
事

業
の
歳
入
で
最
も
大
き
な
財

源
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
上
、

こ
の
四
七
億
円
の
内
、
一
九

億
円
余
は
、
本
来
、
下
水
道

使
用
料
で
賄
う
べ
き
管
理
運

営
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
下
水
道
財

政
の
基
盤
を
強
化
し
て
、
安

定
し
た
経
営
の
も
と
で
、
効

率
的
・
効
果
的
な
事
業
展
開

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
今
回

の
改
定
は
、
最
終
的
に
は
、

市
民
生
活
へ
の
影
響
が
で
き

る
限
り
少
な
い
範
囲
で
の
使

用
料
改
定
を
提
案
し
た
。

議
員

下
水
道
使
用
料
を
値

上
げ
し
な
い
た
め
の
経
営
努

力
を
し
た
の
か
聞
き
た
い
。

下
水
道
部
長

今
回
の
下
水

議
員

旧
県
農
総
研
跡
地
で

二
十
一
年
度
に
開
園
が
予
定

さ
れ
て
い
る
花
と
緑
の
ふ
れ

あ
い
拠
点(

仮
称)

整
備
に
お

い
て
、
本
市
は
「
農
の
体
験
・

交
流
の
場
」
基
本
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。
こ
の
基
本
計

画
に
お
け
る
四
つ
の
整
備
機

能
の
内
容
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

「
農
の
体
験
・

交
流
の
場
」
基
本
計
画
は
、

「
核
と
な
る
施
設
」
の
周
辺

に
農
業
体
験
ほ
場
や
農
産
物

直
売
所
、
市
民
農
園
等
を
整

備
す
る
花
と
緑
の
ふ
れ
あ
い

拠
点(

仮
称)

整
備
で
の
県
市

協
調
事
業
と
し
て
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
の
事
業
推
進
の
基

本
方
針
で
は
、
農
家
と
都
市

住
民
の
多
様
な
接
点
を
創
出

す
る
機
能
と
し
て
、
情
報
発

議
員

今
回
の
改
定
に
よ
り

標
準
的
な
一
般
家
庭
の
負
担

増
は
ど
の
程
度
と
想
定
し
て

い
る
の
か
。

下
水
道
総
務
課
長

標
準
的

な
一
般
家
庭
に
お
け
る
一
か

月
の
使
用
量
は
二
〇
立
方
�

と
い
わ
れ
て
お
り
、
現
行
の

月
額
一
五
三
二
円
が
、
改
定

後
は
一
六
二
八
円
と
な
る
。

年
額
で
は
、
一
一
五
二
円
の

増
と
な
る
。

議
員

所
得
の
低
い
方
へ
の

配
慮
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

下
水
道
総
務
課
長

本
市
は
、

平
成
十
五
年
四
月
の
上
下
水

道
一
括
納
付
制
度
実
施
時
に

減
免
項
目
を
追
加
し
た
。
全

部
で
九
項
目
の
減
免
制
度
に

な
っ
て
お
り
、
他
都
市
と
比

較
し
て
も
手
厚
い
減
免
制
度

を
設
け
て
い
る
。
し
か
し
、

今
後
、
他
市
の
状
況
、
対
応

な
ど
を
調
査
し
、
本
市
の
減

免
内
容
も
充
実
す
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

都ま

市ち

づ
く
り
条
例
の
策
定

市
民
と
の
協
働
を
め
ぐ
り
論
議

議
員

都
市
づ
く
り
の
仕
組

み
や
ル
ー
ル
を
総
合
的
に
定

め
る
平
塚
市
都
市
（
ま
ち
）

づ
く
り
条
例
を
十
七
年
度
末

ま
で
に
策
定
す
る
た
め
、
検

討
組
織
が
設
置
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。
そ
の
組
織
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

都
市
政
策
部
長

都
市
づ
く

り
条
例
の
策
定
は
、
市
民
と

市
が
相
互
に
連
携
す
る
こ
と

を
考
え
、
検
討
組
織
は
、
公

募
に
よ
る
「
市
民
会
議
」、

学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る

「
協
議
会
」
お
よ
び
市
職
員

で
構
成
す
る「
策
定
委
員
会
」

の
三
組
織
を
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

議
員

そ
の
三
組
織
の
役
割

を
聞
き
た
い
。

都
市
政
策
部
長

「
市
民
会

議
」
の
役
割
は
、
市
民
の
意

見
を
集
約
し
、
条
例
に
盛
り

込
む
項
目
や
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
の
提
案
と
、
そ
れ
を

受
け
て
策
定
す
る
条
例
原
案

に
対
す
る
意
見
を
ま
と
め
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
市
民
会

議
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
を
通
し
て
市
民
の
意

見
を
収
集
し
、
情
報
を
提
供

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、「
策

定
委
員
会
」
で
は
、
市
民
や

市
民
会
議
か
ら
の
提
案
を
踏

ま
え
、
権
利
制
限
等
の
利
害

調
整
を
要
す
る
課
題
や
専
門

性
の
高
い
事
項
な
ど
に
つ
い

て
、
行
政
の
立
場
か
ら
条
例

案
を
策
定
す
る
。
そ
し
て
、

学
識
経
験
者
で
構
成
す
る

「
協
議
会
」
で
は
、
段
階
的

に
提
案
さ
れ
た
検
討
課
題
や

結
果
に
対
し
て
、
専
門
的
立

場
か
ら
提
言
す
る
。
こ
の
提

言
も
市
民
会
議
に
戻
し
意
見

道
料
金
改
定
に
当
た
っ
て
、

下
水
道
利
用
者
に
負
担
増
を

求
め
る
だ
け
で
な
く
、
下
水

道
事
業
の
適
切
な
運
営
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
①
「
財
源
や
収
入

の
確
保
・
向
上
」
と
し
て
、

国
県
補
助
金
の
対
象
事
業
の

正
確
な
把
握
・
確
保
や
十
五

年
度
四
一
〇
〇
万
円
、
十
六

年
度
で
三
七
〇
〇
万
円
の
費

用
節
減
効
果
が
見
込
ま
れ
る

上
下
水
道
一
括
納
付
制
度
を

継
続
す
る
。
②
「
効
率
性
を

保
ち
経
費
の
節
減
に
努
め
る
」

一
般
家
庭
の
負
担
増

信
・
直
売
機
能
、
大
型
市
民

農
園
機
能
、収
穫
体
験
機
能
、

農
家
が
開
設
す
る
市
民
農
園

機
能
の
四
つ
の
機
能
整
備
が

示
さ
れ
て
い
る
。

議
員

今
後
の
具
体
的
な
整

備
計
画
の
方
針
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

四
つ
の
機
能
整

備
の
内
、
情
報
発
信
・
直
売

機
能
に
つ
い
て
は
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
利
用
し
た
試
験
直

売
や
米
づ
く
り
収
穫
体
験
事

業
等
の
現
場
で
の
実
証
を
積

み
重
ね
、
具
体
的
な
研
究
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
大
型

市
民
農
園
機
能
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
農
地
の
集
積
化
が

必
要
な
こ
と
か
ら
周
辺
農
家

の
情
報
を
集
約
し
な
が
ら
、

具
体
的
な
機
能
の
整
備
を
地

元
農
業
者
等
と
行
政
が
一
体

と
な
り
推
進
し
て
い
き
た
い
。

収
穫
体
験
機
能
と
市
民
農
園

機
能
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

事
業
研
究
会
の
各
部
会
で
研

究
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

県
と
市
の
情
報
や
先
進
事
例

な
ど
を
積
極
的
に
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
平
成
十
七
年
一

月
発
行
予
定
の
情
報
誌
「
花

緑
通
信
」
等
を
通
し
て
地
元

関
係
者
へ
周
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

本
市
の
公
共
下
水
道

事
業
は
、
昭
和
三
十
九
年
に

事
業
を
開
始
し
、
普
及
率
は

十
五
年
度
末
で
九
二
・
八
％

と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
使

用
料
の
改
定
が
提
案
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
を
聞
き

た
い
。

と
し
て
、
ポ
ン
プ
場
の
運
転

管
理
委
託
の
継
続
や
下
水
道

工
事
の
新
し
い
工
法
等
の
研

究
を
行
い
工
事
費
の
節
減
を

す
る
。
③
「
人
員
の
削
減
」

と
し
て
、
ポ
ン
プ
場
の
運
転

管
理
委
託
や
上
下
水
道
一
括

納
付
制
度
等
に
よ
り
下
水
道

事
業
の
職
員
数
が
、
平
成
十

二
年
四
月
時
点
で
の
六
一
人

か
ら
平
成
十
六
年
十
月
に
は

四
四
人
と
一
七
人
縮
減
し
て

い
る
。
こ
の
三
つ
の
努
力
目

標
で
事
業
の
進
捗
状
況
等
を

見
極
め
な
が
ら
適
正
な
体
制

の
維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

平
成
十
七
年
四
月
か

ら
使
用
料
改
定
を
実
施
し
た

場
合
、
今
後
の
料
金
改
定
の

見
込
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

下
水
道
部
長

今
回
の
下
水

公
共
下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ

改
定
理
由
と
事
業
経
営
の
努
力
問
う

道
使
用
料
の
改
定
は
、
算
定

期
間
を
十
七
年
度
か
ら
十
九

年
度
ま
で
の
三
か
年
に
設
定

し
て
、改
定
率
を
検
討
し
た
。

今
後
は
、
雨
水
公
費
・
汚
水

私
費
（
雨
水
処
理
費
は
公
費

〔
税
金
〕
で
、
汚
水
処
理
費
は

利
用
者
の
使
用
料
で
賄
う
）

の
原
則
や
下
水
道
の
公
共
的

な
役
割
な
ど
を
考
慮
し
、
事

業
や
経
営
の
状
況
等
を
勘
案

し
て
、
使
用
料
の
見
直
し
を

し
て
い
き
た
い
。

花と緑のふれあい拠点�
「農の体験･交流の場」�

基本計画の内容聞く�

交
換
を
重
ね
て
い
く
。
三
つ

の
検
討
組
織
が
、
相
互
に
連

携
し
効
率
的
に
条
例
の
策
定

を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

議
員

条
例
の
策
定
委
員
会

は
、
市
職
員
だ
け
の
組
織
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
市
民
が

直
接
、
条
例
案
の
策
定
に
関

与
す
る
こ
と
が
協
働
で
あ
る

と
思
う
。見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長

市
民
の
発
議
か
ら
行

政
も
民
間
も
巻
き
込
む
協
働

と
い
う
仕
組
み
が
あ
る
一
方
、

行
政
が
専
門
的
、
公
平
中
立

の
立
場
か
ら
主
導
と
な
り
、

市
民
に
参
加
・
協
力
を
呼
び

か
け
る
協
働
も
あ
る
。
条
例

の
策
定
方
法
や
性
格
で
、
協

働
の
仕
組
み
は
変
わ
る
と
考

え
て
い
る
。

バス停のバリアフリーに向け

事業者と現地調査実施

下水道管の布設工事（入野）

昨
年
８
月
の
調
査
の
様
子

議
員

市
内
の
歩
道
上
に
設

置
さ
れ
て
い
る
バ
ス
停
の
中

に
は
、
道
路
構
造
物
が
支
障

と
な
り
、
車
い
す
で
の
乗
降

者
に
と
っ
て
不
便
な
と
こ
ろ

が
あ
る
。
こ
う
し
た
バ
ス
停

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

道
路
部
長

平
成
十
六
年
八

月
に
神
奈
川
中
央
交
通
㈱
と

市
が
合
同
で
車
い
す
で
の
乗

車
が
可
能
な
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ

バ
ス
の
円
滑
な
導
入
促
進
を

目
的
に
、
国
・
県
道
を
除
く

市
道
全
体
の
バ
ス
路
線
の
現

地
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、
改
修
が
望
ま
れ
る
バ

ス
停
が
三
三
か
所
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
の
で
、
十
七
年

度
の
優
先
事
業
と
し
て
バ
ス

停
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

市
内
を
走
る
同
社
の

ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入

状
況
を
聞
き
た
い
。

道
路
部
長

平
塚
営
業
所
管

内
は
四
三
台
、
導
入
率
は
二

一
％
で
あ
り
、
近
隣
営
業
所

で
は
、
秦
野
一
九
％
、
伊
勢

原
一
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

本
年
度
か
ら
、
県
と

市
の
共
同
に
よ
る
違
反
屋
外

広
告
物
除
却
協
力
員
制
度
と

し
て
、
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

さ
れ
た
中
心
市
街
地
等
の
公

道
上
の
違
反
屋
外
広
告
物

（
は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看

板
）
を
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
違
反
屋
外
広
告
物
除
却
協

力
員
Ｍ
・
Ｋ
・
Ｏ
（
ま
ち
き

ら
め
き
応
援
隊
）
が
除
却
す

る
活
動
を
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
活
動
の
成
果
を
伺
い

た
い
。

道
路
部
長

違
反
屋
外
広
告

物
除
却
協
力
員
制
度
の
大
き

な
成
果
は
、
住
民
に
よ
る
違

反
屋
外
広
告
物
除
却
協
力
員

と
し
て
の
活
動
に
市
民
が
共

感
し
、
活
動
へ
の
自
主
的
参

加
や
モ
デ
ル
地
区
の
拡
大
要

望
が
増
え
て
お
り
、
違
反
屋

外
広
告
物
へ
の
除
却
活
動
に

対
す
る
市
民
の
機
運
が
盛
り

上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

議
員

現
在
、
主
に
中
心
市

街
地
で
活
動
し
て
い
る
が
、

違
反
屋
外
広
告
物
の
除
却
活

動
制
度
を
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

に
も
拡
大
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た

い
。

道
路
部
長

住
民
だ
け
を
構

成
員
と
す
る
違
反
屋
外
広
告

物
除
却
協
力
員
制
度
は
、
県

の
平
塚
土
木
事
務
所
管
内
で

は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
る

た
め
、
今
年
度
は
、
中
心
市

街
地
に
限
定
し
て
モ
デ
ル
地

区
を
設
定
し
た
。
十
七
年
度

に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
地
区

の
拡
大
に
向
け
て
平
塚
土
木

事
務
所
と
事
前
協
議
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
地

区
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
市

民
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
、
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
違
反
屋
外

広
告
物
へ
の
対
応
に
重
点
を

置
き
な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
学
校
関
係
者
と
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

協
力
員
な
ど
に
よ
る
除
却
活
動

違反屋外広告物除却協力員制度

モデル地区拡大の考えは


